


話
題
・
出
来
事
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
民
課
住
民
活
動
係  

℡
２
・
１
２
１
３
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堀　
　
　

次　

郎　
　

氏

　

昭
和
63
年
以
来
５
期
20
年
間
に
亘
り

佐
呂
間
町
長
と
し
て
町
政
の
執
行
に
あ

た
り
、
そ
の
卓
越
し
た
識
見
と
積
極
的

な
実
践
力
・
洞
察
力
を
以
て
常
に
町
民

の
幸
せ
を
希
求
し
、
地
方
自
治
行
政
の

推
進
に
献
身
的
な
努
力
を
さ
れ
、
本
町

自
治
の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

上　

髙　

邦　

俊　
　

氏

　

昭
和
44
年
か
ら
本
町
職
員
と
し
て
勤

続
さ
れ
、
特
に
平
成
12
年
か
ら
は
助
役

及
び
副
町
長
と
し
て
８
年
間
町
政
の
執

行
に
あ
た
り
、
そ
の
卓
越
し
た
識
見
と

積
極
的
な
実
践
力
を
以
て
健
全
な
地
方

自
治
行
政
の
推
進
に
献
身
的
な
努
力
を

さ
れ
、
本
町
自
治
の
振
興
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木　

昭　

一　
　

氏

　

昭
和
59
年
か
ら
24
年
間
に
亘
り
佐
呂

間
町
農
業
委
員
会
委
員
・
会
長
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
、
そ
の
卓
越
し
た
識
見
と

積
極
的
な
実
践
力
を
以
て
農
地
行
政
の

推
進
に
努
め
ら
れ
、
本
町
自
治
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

町の公職や本町行政に永年勤続し、自治の振興

に寄与し、顕著な功績のあった方に贈られます。

消防団員として永年勤続し、消防活動に寄

与し顕著な功績のあった方に贈られます。

筒　

井　

敏　

雄　
　

氏

　

消
防
団
員
と
し
て
35
年
勤
続
し
、
こ

の
間
班
長
・
部
長
・
副
分
団
長
・
分
団

長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
団
員
の
育
成

指
導
と
消
防
団
の
運
営
管
理
に
尽
力
さ

れ
、
本
町
消
防
の
発
展
と
民
生
安
定
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

山　

下　

勝　

三　
　

氏

　

消
防
団
員
と
し
て
37
年
勤
続
し
、
こ

の
間
班
長
・
部
長
・
副
分
団
長
・
分
団

長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
団
員
の
育
成

指
導
と
消
防
団
の
運
営
管
理
に
尽
力
さ

れ
、
本
町
消
防
の
発
展
と
民
生
安
定
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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サロマの秋のみのりを満喫
▼サロマ大収穫祭

10/5

　

町
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
「
全
町
ふ
れ
あ
い

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

地
域
間
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、

各
自
治
会
よ
り
84
名
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
個
人
・
団
体
戦
に

よ
る
36
ホ
ー
ル
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
団
体

の
部
で
は
「
西
富
・
北
・
東
チ
ー
ム
」
が
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
シ
ー
ズ
ン

オ
フ
を
前
に
交
流
を
深
め
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
間
の
交
流
を
深
め
る

▼
全
町
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

10/19
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平
成
14
年
度
か
ら
学
校
週
完
全
５
日
制

が
始
ま
り
、
学
校
で
は
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
「
豊
か
な
心
」
と
「
確
か
な
学
力
」

　

現
在
の
三
学
期
制
で
は
、
夏
休
み
・
冬

休
み
を
区
切
り
に
３
つ
の
学
期
で
構
成
さ

　

二
学
期
制
を
導
入
す
る
大
き
な
目
的
は

学
校
全
体
に
〝
ゆ
と
り
〞
を
、
も
た
ら
す

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

学
校
内
に
ゆ
と
り
が
出
る
と
、
先
生
達

が
子
ど
も
達
と
向
き
合
う
時
間
が
生
ま
れ

ま
す
。
学
期
が
長
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

長
い
ス
パ
ン
の
中
で
子
ど
も
達
が
「
し
っ

か
り
学
習
す
る
」
リ
ズ
ム
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
心
に
も
〝
ゆ
と
り
〞
が
で
き
、

学
校
生
活
が
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　

二
学
期
制
の
導
入
に
あ
た
り
、
町
内
全

て
の
小
中
学
校
に
お
い
て
保
護
者
説
明
会

を
実
施
し
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
説
明

会
で
は
二
学
期
制
に
対
す
る
反
対
意
見
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
通
知
表
の
回
数
が
減
る
こ
と

や
、
秋
休
み
の
過
ご
し
方
な
ど
に
対
す
る

心
配
の
声
が
あ
り
ま
し
た
が
、
参
観
日
や

保
護
者
面
談
等
の
機
会
を
活
用
し
、
子
ど

も
の
学
校
で
の
様
子
を
把
握
し
て
も
ら
う

こ
と
や
、
秋
休
み
は
２
、３
日
（
21
年
度
は

２
日
の
予
定
で
す
）
と
し
、
家
庭
に
負
担

が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　先に述べましたが、現在、町内の小中学校か

ら代表の先生方で組織する「二学期制準備委員

会」で、円滑な導入に向け、種々検討協議を重

ねています。全町的に統一しなければならない

ことや、学校間の調整が必要なことなどは、こ

の委員会で決められていきます。

　また、各学校では、これまでそれぞれ特色あ

る学校運営がされてきており、この良い点を生

かしながら二学期制を導入していくことから学

校間で違いが生じてきます。このことに関して、

保護者の皆さまには、学校だよりや懇談会等を

通じて説明していきます。

　このように、子ども達が違和感なくスムーズ

に二学期制を受入れられるよう進めていきます

ので、皆さまのご理解とご協力をお願いいたし

ます。

な
ぜ
、
二
学
期
制
を

導
入
す
る
の
か
？

れ
て
い
ま
す
。
二
学
期
制
で
は
、
そ
れ
を

前
期
・
後
期
の
２
つ
の
学
期
で
構
成
し
、

前
期
と
後
期
の
間
に
「
秋
休
み
」
を
設
け

ま
す
。
秋
休
み
は
必
ず
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

学
期
の
区
切
り
を
実
感
し
、
気
持
ち
の
切

替
を
す
る
た
め
に
必
要
と
考
え
、
本
町
で

は
秋
休
み
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
三
学
期
制
と
比
較
す
る
と

①
年
間
の
授
業
日
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

②
前
期
と
後
期
は
、
ほ
ぼ
同
じ
授
業
日
数

　

が
組
ま
れ
ま
す
。

③
秋
休
み
は
、
夏
休
み
と
冬
休
み
の
日
数

　

を
減
ら
し
て
設
定
し
ま
す
の
で
、
全
体

　

の
長
期
休
業
の
50
日
間
は
変
わ
り
ま
せ

　

ん
。

④
こ
れ
ま
で
、
各
学
期
の
終
わ
り
に
渡
さ

　

れ
て
い
た
「
通
知
表
」
は
前
期
終
了
時

　

と
後
期
終
了
時
の
年
２
回
に
な
り
ま
す
。

始
業
式

終
業
式

始
業
式

終
業
式

始
業
式

終
業
式

夏
休
み

冬
休
み

春
休
み

春
休
み

終
業
式

春
休
み

終
業
式

始
業
式

始
業
式

春
休
み

夏
休
み

冬
休
み

秋
休
み

24 日 24 日2日

25 日 25 日

二
学
期
制
導
入
に
向

け
た
検
討
経
過

を
育
む
た
め
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
授
業
時
間

の
削
減
や
学
校
行
事
の
精
選
、
取
り
や
め

等
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
新
学
習

指
導
要
領
で
は
授
業
時
間
の
増
加
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

現
行
の
三
学
期
制
で
は
こ
れ
以
上
の
授
業

時
間
の
確
保
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

道
内
の
多
く
の
学
校
で
「
二
学
期
制
」
を

取
り
入
れ
、少
し
で
も
学
校
内
に
「
ゆ
と
り
」

を
も
た
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
平
成
18
年
度
か
ら

「
二
学
期
制
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
二

学
期
制
導
入
の
可
否
、
導
入
す
る
場
合
の

問
題
点
等
に
つ
い
て
検
討
協
議
を
行
い
、

こ
の
検
討
結
果
を
以
っ
て
、
平
成
21
年
度

か
ら
二
学
期
制
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
検
討
委
員
会
で
出

さ
れ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
「
二
学
期

制
準
備
委
員
会
」
を
設
置
し
、
ス
ム
ー
ズ

な
導
入
に
向
け
て
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

スムーズな移行に向けて

二学期制に係るご質問等は

教育委員会管理課  ℡２・１２９４

までお尋ねください。
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　１０月２２日現在の町営住宅の空家状況を

お知らせします。入居申込み、家賃・敷金、

入居資格等については、建設課管理係までお

問い合わせください。

  ■緑園団地

　１階３ＤＫ　  １戸　  ８，４００円～　※

　１階２ＤＫ　  ２戸　  ４，８００円～　※

  ■若佐団地

　１階２ＤＫ　  １戸  　５，２００円～　※

　２階３ＬＤＫ  １戸  １５，７００円～

  ■若里団地

　１階３ＤＫ　  １戸  　９，２００円～　※

  ■浜佐呂間第２団地

　１階３ＤＫ　  １戸  　６，６００円～　※

  ■浜佐呂間第３団地

　２階３ＬＤＫ  １戸  １６，３００円～

  ■栄団地

　２階３ＬＤＫ  １戸  １５，３００円～　※

  ※印は、60 歳未満でも単身入居が可能な住宅です。

　大規模な土地取引の契約をした時は、契約をした日

から２週間以内に、市町村へ届け出ることが必要です。

佐呂間町内の土地の場合、農地以外の規模で１万㎡以

上の取引を行った後、届け出ることになります。

お問い合わせ

　

今
年
も
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
期
間
中
に
「
小

学
生
の
税
の
書
道
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
町
内
各

小
学
校
の
児
童
か
ら
出
展
さ
れ
た
２
０
０
点
以
上

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
観

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
展
示
場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー 

ロ
ビ
ー

■
展
示
期
間　

11
月
11
日
〜
11
月
17
日

　

な
お
、
書
道
展
の
表
彰
式
は
11
月
11
日
午
後
４

時
15
分
か
ら
佐
呂
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
「
中
学
生
の
税
の
作
文
」

の
表
彰
式
も
挙
行
し
ま
す
。

　次の日程で「特設なんでも相談所」を開設し、

人権擁護委員がご相談をお受けします。費用は

無料で、秘密は固く守られますので、日頃悩ん

でいることや困っていることをこの機会にお気

軽にご相談ください。

　なお、普段でも人権擁護委員及び法務局では、

常時相談をお受けしていますので、お気軽にお

尋ねください。

「特設なんでも相談所」を開設します

■特設なんでも相談所

　日時　12月９日（火）13時～ 16時

　場所　佐呂間コミュニティセンター

■人権擁護委員　内藤　学峰　℡ 6・2725

　　　　　　　　桐山三津代　℡ 2・8120

■お問い合わせ　釧路地方法務局北見支局

　　　　　　　　℡ 0157・23・6616

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
保
育
所
の
嘱

託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種
及
び
人
員　

　

保
育
士　

若
干
名　

■
応
募
資
格

　

保
育
士
の
資
格
及
び
幼
稚
園
教
諭
の

　

両
資
格
を
有
す
る
者
又
は
両
資
格
を

　

取
得
見
込
み
の
者

申
込
方
法

持
参
又
は
郵
送
に
よ
り
履
歴
書
、
健
康

診
断
書
、
保
育
士
資
格
証
明
書
（
写
）、

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
（
写
）、
又
は
卒
業

見
込
み
証
明
書
、
資
格
取
得
見
込
み
証

明
書
、
成
績
証
明
書
、
推
薦
書
を
提
出

採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
21
年
４
月
１
日

申
込
期
限

　

平
成
20
年
11
月
28
日
（
金
）

申
込
及
び
お
問
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
総
務
係

■■
　

■
　

■

総
務
課 

総
務
係  

℡
２
・
１
２
１
１

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
町
税
で
す
。

　

家
屋(

住
宅
・
倉
庫
等
の
建
物)

に
異
動
（
新
築
・

売
買
・
贈
与
・
相
続
・
取
り
壊
し
等
）
が
あ
っ
て
も
、

届
出
が
な
け
れ
ば
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
元
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
た
り
、
課
税
漏
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

家
屋
に
異
動
が
あ
っ
た
時
に
は
、
早
め
に
企
画

財
政
課
資
産
税
係
ま
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

小
野
の
沢
川
の
川
づ
く
り
な
ど
の
内

容
を
含
む
「
佐
呂
間
別
川
水
系
河
川
整

備
計
画
（
原
案
）」
の
縦
覧
と
説
明
会
を

行
い
ま
す
の
で
、
意
見
の
あ
る
方
は
縦

覧
期
間
中
に
意
見
用
紙
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
電
話
で
の
受
け
付
け
は
し
て

い
ま
せ
ん
）。

■
原
案
の
縦
覧

▼
期
間　

11
月
19
日
〜
12
月
19
日

　
　
　
　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所　

佐
呂
間
町
役
場
建
設
課
、
網

　

走
土
木
現
業
所
遠
軽
出
張
所
、
網
走

　

支
庁
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー

■
意
見
の
提
出
方
法

　

縦
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
意
見
用
紙

　

に
記
入
の
上
、
封
書
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
（
送
付
先
な

　

ど
は
用
紙
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
）。

■
原
案
の
説
明
会

▼
日
時
・
場
所

　

12
月
12
日
（
金
） 

午
後
６
時
〜
８
時

　

佐
呂
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ

　

網
走
土
木
現
業
所
治
水
課

　

℡
０
１
５
２
・
41
・
０
７
３
５

　

網
走
土
木
現
業
所
遠
軽
出
張
所

　

℡
０
１
５
８
・
42
・
３
１
６
５

佐
呂
間
別
川
水
系
整
備
計

画
（
原
案
）
の
縦
覧
及
び

説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

予
防
接
種
助
成
対
象
者

佐
呂
間
町
に
住
所
を
有
す
る

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者

②
60
歳
以
上
64
歳
未
満
で
心
臓
、

　

腎
臓
、
呼
吸
器
疾
患
で
身
体
障

　

害
者
手
帳
１
級
の
方

③ 

生
後
６
カ
月
以
上
の
乳
児
・
幼

　

児
及
び
小
学
生

　　

助
成
金
額

▼
①
②
の
対
象
者
は
、
回
数
は
１

　

人
１
回
で
１
、０
０
０
円
を
助
成

　

し
ま
す
。

▼
③
の
乳
幼
児
及
び
小
学
生
は
、　

　

回
数
は
１
人
２
回
ま
で
、
１
回

　

に
つ
き
１
、０
０
０
円
を
２
回
分

　

助
成
し
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
、
１
、０
０
０

円
を
差
引
い
た
金
額
を
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
心
配
な
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
毎
年
、
大
流
行
を
く
り
返
し
多
く
の
人

が
感
染
し
て
い
ま
す
。
感
染
す
る
と
強
い
全
身
症

状
（
高
熱
、
関
節
痛
、
倦
怠
感
等
）
を
示
し
、
体

力
の
な
い
高
齢
者
や
乳
幼
児
で
は
、
脳
症
や
肺
炎
、

持
病
の
悪
化
等
で
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
次
の
内
容
で
町
内
医
療
機
関
に
お
い

て
実
施
す
る
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
申
し
込
み
先

　

予
防
接
種
希
望
の
方
は
、
次
の

医
療
機
関
の
窓
口
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
小
田
医
院
（
℡
２
・
３
０
４
５
）

▼
佐
呂
間
厚
生
病
院

　
（
℡
２
・
３
２
２
１
）

※
町
外
の
施
設
入
所
及
び
医
療
機

　

関
に
長
期
入
院
し
て
い
る
高
齢

　

者
は
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
医
療
機
関
で
の
接

　

種
前
に
、役
場
保
健
推
進
係
（
℡

　

２
・
１
２
１
２
）
に
お
申
し
出
く

　

だ
さ
い
。

※
予
防
接
種
料
金
に
つ
き
ま
し
て

　

は
、
各
医
療
機
関
の
窓
口
に
て

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

※
母
子
手
帳
及
び
健
康
手
帳
を
お

　

持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

インフルエンザ予防
接種費用の一部を助
成しています。
保健福祉課 保健推進係

℡２・１２１２

・役場 企画財政課 計画係　 ℡ 2・1214

・網走支庁 地域振興部 地域政策課

℡ 0152・41・0762



広報サロマ
2008.11 8

広報サロマ
2008.11 9

　

陸
上
自
衛
隊
生
徒
は
、
中
学
校

卒
業
者
を
対
象
と
す
る
制
度
で
、

採
用
さ
れ
た
方
は
、
入
隊
（
校
）

と
同
時
に
通
信
制
高
校
に
入
学
し
、

高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等
の
教

育
を
受
け
、
併
せ
て
自
衛
官
と
し

て
必
要
な
各
種
訓
練
等
を
受
け
な

が
ら
、
生
徒
課
程
修
了
時
に
は
、

高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

陸
上
自
衛
隊
生
徒
は
、
平
成
21

年
度
採
用
者
よ
り
、
そ
の
身
分
を

■
受
付
期
間　

平
成
20
年
11
月
１
日
〜
平
成
21
年
１
月
６
日

■
試
験
期
日　

平
成
21
年
１
月
10
日

■
試
験
会
場　

遠
軽
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
15
歳
以
上
17
歳
未

　

満
の
男
子
で
中
学
校
卒
業
者
（
平
成
21
年
３
月
卒
業
見
込

　

み
の
方
を
含
む
。）

■
身　
　

分　

特
別
職
国
家
公
務
員

■
手　
　

当　

生
徒
手
当　

９
４
、９
０
０
円
／
月

　
　
　
　
　
　

期
末
手
当　

年
２
回
（
６
月
・
12
月
）

■
休
日
休
暇　

週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年
末
年
始
及
び
夏
季

　

特
別
休
暇
年
次
休
暇
（
年
20
日
）　　

■
お
問
い
合
わ
せ

・  

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

遠
軽
地
域
事
務
所

　

℡
０
１
５
８
・
42
・
６
６
１
６

・  
役
場 

町
民
課  

住
民
活
動
係　

℡
２
・
１
２
１
３

現
在
の
「
自
衛
官
」
か
ら
、
定
員
外
の

防
衛
省
職
員
で
あ
る
「
生
徒
」
へ
変
更

す
る
予
定
で
す
が
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま

で
も
自
衛
隊
法
等
の
関
係
法
が
国
会
で

改
正
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、

決
定
事
項
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
次
の
事
項
も
、
す
べ
て
法
改

正
が
な
さ
れ
た
場
合
の
予
定
で
す
。
詳

し
く
は
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（ http://w

w
w
.m
od.go.jp/gsdf/

jieikanbosyu/ 

）
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
遠
軽

地
域
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆２等陸・海・空士（男子）を募集しています。
▼試験期日　12月上旬（予定）

▼応募締切　11月下旬（予定）

▼入隊時期　平成 21年３月又は４月

労使がともに協力しあい、長時間労働を抑制しよう！

全国一斉無料相談ダイヤル
― 過重労働と賃金不払残業の解消のために ―

11 月 22日（土）「勤労感謝の日」の前日　9時～ 17時

０１２０・８９７・７１３
厚生労働省・北海道労働局・各労働基準監督署

北海道労働局ホームページ

http:///www.hokkaido‐labor.go.jp/

　国立北海道障害者職業能力開発校では、平成 21年度の

入校生を募集しています。詳しくは、当校または最寄りの

公共職業安定所へお問い合わせください。

国立北海道障害者職業能力開発校
　〒 073-0115　砂川市焼山 60番地

　Tel  0125・52・2774　Fax  0125・52・9177

　

次
の
場
合
に
は
、
自
動
車
の
登
録
手

続
き
等
が
必
要
で
す
。

▼
住
所
や
名
前
が
変
わ
っ
た
と
き

▼
車
を
売
っ
た
り
、
買
っ
た
り
し
た
と

　

き
▼
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

▼
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失
や
破
損

　

し
た
と
き

▼
北
見
以
外
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
で

　

使
用
し
て
い
る
と
き

▼
ロ
ー
ン
の
支
払
い
が
終
わ
っ
た
と
き

▼
車
検
証
や
ス
テ
ッ
カ
ー
を
紛
失
、
破

　

損
し
た
と
き

▼
後
ろ
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
封
印

　

が
付
い
て
い
な
い
と
き

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
車
検
証

を
お
手
元
に
用
意
し
て
か
ら
、
運
輸
支

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
北
海
道
運
輸
局
北
見
運
輸
支
局

　

登
録
担
当
℡
（
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
）

　

０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
０
７

　

網
走
土
木
現
業
所
遠
軽
出
張

所
に
よ
る
佐
呂
間
別
川
の
改
修

工
事
が
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
富
丘
へ
土
砂

を
運
ぶ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
走

路
経
路
が
一
部
変
更
と
な
り
ま

す
。

　

工
事
は
平
成
21
年
２
月
上
旬

ま
で
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
の

で
工
事
期
間
中
は
走
行
中
及
び

交
差
点
付
近
で
の
工
事
車
両
に

は
十
分
ご
注
意
頂
く
と
と
も
に

改
修
工
事
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

河
川
工
事
に
係
る
工

事
車
両
走
行
経
路
変

更
の
お
知
ら
せ

■
被
害
者
相
談
窓
口

〇
遠
軽
警
察
署

　

℡
０
１
５
８
・
42
・
０
１
１
０
（
各
種
相
談
に
関
す
る
こ
と
）

〇
（
財
）
北
海
道
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
１
２
０
・
２
１
０
・
４
９
０
（
暴
力
団
犯
罪
に
関
す
る
こ
と
）

〇
北
海
道
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
１
１
・
２
３
３
・
２
５
４
３
（
交
通
事
故
相
談
）

〇
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
・
０
７
８
３
７
４
（
ト
ラ
ブ
ル
解
決
）

　

℡
０
５
７
０
・
０
７
９
７
１
４
（
犯
罪
被
害
関
係
）

11 月 25 日～ 12 月 1日
は、犯罪被害者週間です

遠紋地域人材開発センター運営協会

Tel  0158・42・4037　Fax  0158・42・0981

申し込み・お問い合わせ

　平成 20年 11 月実施予定
■年賀状作成コース：受講料４，０００円

　ハガキ作成ソフトを使って年賀状をつくる

入門講座です。

▼ 11 月 18・19 日（全２回）

　コースＧ　定員 10名

　午前９時 30分～ 11時 30分

　コースＨ　定員 10名

　午後２時 00分～４時 00分

▼ 11 月 20・21 日（全２回）

　コースＩ　定員 10名

　午前９時 30分～ 11時 30分

　コースＪ　定員 10名

　午後２時 00分～４時 00分

　平成 20年 12 月実施予定
■初心者コース：受講料６，０００円

　パソコン初心者の方を対象に電源の入れ方、マウス・

キーボードの使い方、文字入力などパソコンの基本操

作を学びましょう。

▼ 12 月２・３・４・５日（全４回）

　コースＡ  定員 10名  午前９時 30分～ 11時 30分

　コースＢ  定員 10名  午後２時 00分～ 3時 30分

　※テキスト代金別途かかります。

■ワード入門コース：受講料８，０００円

　初めてＷｏｒｄをお使いになる方を対象に、基本的

な文章作成の手順と編集方法など基本的な使い方につ

いて学びましょう。（使用ＯＳ：WindowsXP/ 使用ソ

フトMicrosoft Word2003）

▼ 12 月 11・12・15・16 日（全４回）

　コースＣ  定員 10名  午前９時 30分～ 11時 30分

　コースＤ  定員 10名  午後２時 00分～４時 00分

　※テキスト代金別途かかります。
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〝缶〟〝ビン〟〝その他

プラ〟についても水

洗いしてから出すよ

うにしましょう。

各
家
庭
で
水
洗
い
し

て
い
た
だ
く
と
収
集

後
の
作
業
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ  

ザ  

交
通
事
故

気
を
つ
け
て 

よ
そ
見
を
し
な
い
で 

わ
た
ろ
う
よ

　

佐
呂
間
小
学
校
３
年　

上　

杉　

彩　

萠

▼
交
通
事
故
発
生
状
況
（
平
成
20
年
９
月
末
）

　

発
生　

８
件
（
△
１
件
）

　

死
亡　

０
人
（
±
０
人
）

　

傷
者　

10
人
（
＋
１
人
）

　
（　

）
内
は
前
年
比

　

発
生
件
数
は
人
身
事
故
の
件
数

▼
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

７
７
０
日
（
10
月
27
日
現
在
）

　踏切に近づいたら路面状況に応じ、確実に一旦停止でき

るスピードに落としましょう。

　踏切事故は、冬期間に多く発生しています。

　冬期間の踏切事故は、夏期間の約３倍も発生しています。

　特に、12 月から２月の積雪・寒冷期間に年間発生件数

の約半数の踏切事故が発生しています。

　もし、踏切の中で立ち往生したら、あわてずにまず列車

を止めてください。

●非常ボタンがあるときは、警報機が鳴っていなくてもす

　ぐにボタンを押してください。

●非常ボタンがないときは、自動車に備え付けの発炎筒や

　赤旗などで列車に合図してください。

●警報機が鳴り始めてから約 30秒後に列車が来ます。

　もし、踏切内に閉じ込められたら、遮断ポールを自動車

　等で押し出して脱出してください。ポールは斜めに上が

　ります。

　

高
齢
者
を
対
象
に
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
還

付
金
詐
欺
が
全
国
的
に
増
加
し
、
多
額
の
現

金
が
騙
し
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
族
も
含
め
て
被
害
に
合
わ
な
い
た
め
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
孫
や
息
子
（
娘
）
を
装
っ
て
、
現
金
を
口
座
に
振
り
込

　

ま
せ
る
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
現
金
を
振
り

　

込
ま
な
い
で
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
税
務
署
等
の
職
員
を
装
っ
て
、
還
付
金
手
続
き
連
絡
が

　

あ
っ
た
場
合
は
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
話
で
の
還
付
連
絡
や
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
に
よ
る
還
付
手

　

続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
高
齢
者
の
方
に
、
こ
の
よ
う
な
詐
欺
の
手
口
が
あ
る
こ

　

と
を
知
ら
せ
て
お
き
、
万
が
一
振
り
込
み
等
の
電
話
が

　

あ
っ
た
場
合
に
備
え
、
緊
急
連
絡
先
の
メ
モ
を
電
話
口

　

に
お
き
ま
し
ょ
う
。

警察連絡先
遠軽警察署  ℡ 0158・42・0110
佐呂間駐在所  ℡ 2・3004
若佐駐在所  ℡ 2・8005
浜佐呂間駐在所  ℡ 6・2110

昼間点灯で交通事故減少の効果 !
皆さんもぜひ参加してください。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
社
会
福
祉
協
議
会

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

　

川　

西　
　

中　

道　

良　

雄　

さ
ん

　

富
武
士　
　

佐　

藤　

義　

一　

さ
ん

　

富
武
士　
　

船　

木　
　

司　
　

さ
ん

　

浜
佐
呂
間　

大　

川　

征　

男　

さ
ん

　

宮
前
町　
　

佐
佐
木　

窈　

子　

さ
ん

　

東　
　
　
　

佐
々
木　

房　

子　

さ
ん

　

栃　

木　
　

髙　

瀬　

ト
シ
エ　

さ
ん

　

北　
　
　
　

橋　

本　

フ
サ
子　

さ
ん

　

幸　

町　
　

長　

岡　

シ
ズ
子　

さ
ん

　

浜
佐
呂
間　

杉　

谷　

紀　

穂　

さ
ん

　

網
走
市　
　

齊　

藤　

範　

光　

さ
ん

■
東
自
治
会

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

　

東　
　
　
　

佐
々
木　

房　

子　

さ
ん

■
東
若
寿
会

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

　

東　
　
　
　

佐
々
木　

房　

子　

さ
ん

■
栃
木
老
人
ク
ラ
ブ

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

　

栃　

木　
　

髙　

瀬　

勝　

久　

さ
ん

■
は
ま
な
す
ク
ラ
ブ

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

　

浜
佐
呂
間　

杉　

谷　

紀　

穂　

さ
ん

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

10
月
号
掲
載
の
「
町
長
選
挙
運
動
費

用
の
収
支
の
公
表
」
に
つ
い
て
支
出
額

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

正　

候
補
者　

川
根
章
夫

　
　

収
入
額　

１
、２
４
４
、２
９
０
円

　
　

支
出
額　

１
、２
４
４
、２
９
０
円

誤　

支
出
額　

１
、２
９
４
、２
９
０
円

■売払価格　２００，０００円（税込）

　（空き缶圧縮機２台、空き缶選別機１台）

■売払条件

・古物商の資格を持っている方。（町内外問わず）

・搬出費用、修理等の費用は購入者の負担とします。

・購入希望者においては、空き缶圧縮機２台、空き       

  缶選別機１台を一括購入するものとします。

■申込期限

　11月 21日（金）までに町民課生活環境係へ申込

　書を提出願います。

　※申込用紙は町民課生活環境係にあります。

　　申込者が多数の場合は入札を予定しています。

空き缶圧縮機（カンペコ  ＣＰ‐17Ｎ３）

数量　2台 圧縮力：17ton　外形寸法：巾

720 ㎜×奥行 600 ㎜×高さ 2002

㎜　電源：３相 200V　機械重量：

約 700 ㎏

空き缶選別機

数量　1台 ベルト幅：350 ㎜　機長：4m

本体は水洗いしてから出す
ようにしましょう！

本体とキャップは

それぞれ分別して

ください！

キャップは〝その他プラ〟
に分別しましょう！
キャップを付けたまま出さ

れていることがあります。
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者
の
数
に
応
じ
て
払
う
も
の
で
す
が
、
各
保
険
者
が
実
施
す

る
健
診
受
診
率
が
目
標
に
達
し
な
い
時
、
そ
の
保
険
者
に
、

こ
の
部
分
に
係
る
経
費
が
加
算
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

健
診
を
受
け
る
人
が
少
な
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
健
康
が
冒

さ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に
支
援
金

が
加
算
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
保
険
税
に
ま
で
影
響
が
出
て
く
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

国
は
、
効
果
的
に
生
活
習
慣
病
を

予
防
・
改
善
す
る
た
め
、
各
医
療
保

険
者
に
健
診
の
実
施
を
義
務
づ
け
、

生
活
習
慣
病
の
源
で
あ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
改
善
を
は

か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
早
期
に
予

防
す
る
こ
と
で
年
々
増
加
の
一
方
を

た
ど
る
医
療
費
を
食
い
止
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。

　

各
医
療
保
険
者
は
５
年
間
の
具
体

的
な
内
容
を
示
し
た
「
特
定
健
康
診

査
等
実
施
計
画
」
を
作
り
、
特
定
健

診
の
受
診
率
や
、
特
定
保
健
指
導
の

実
施
率
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
減
少
率
な
ど
に
つ
い
て
国
の
基

準
を
も
と
に
５
年
後
に
実
績
が
評
価

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
６
回
目
は
最
終
回
に
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
問
い

合
わ
せ
の
多
か
っ
た
質
問
の
ま
と
め
と
健
診
の
評
価
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

早
期
予
防
で
医
療
費
抑
制

健
診
の
実
施
を
義
務
付
け

国
の
基
準
に
よ
り
評
価

問
い
合
わ
せ
の

多
か
っ
た
質
問

　

５
年
後
に
目
標
の
達
成
率
に
応
じ
て
、

平
成
20
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
た
75
歳
以

上
の
方
の
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）
へ
の
支
援
金
を
加
算
（
増
額
）

さ
れ
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ

た
と
き
は
ど
う
な
る
の

　

上
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
75
歳
以
上

の
方
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

は
ご
本
人
の
自
己
負
担
分
が
10
％
あ
り
、

残
り
の
保
険
料
は
、
国
な
ど
の
公
費
負
担

が
50
％
、
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
が
10
％
、

残
り
40
％
は
「
支
援
金
」
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
支
援
金
は
、国
保
を
は
じ
め
、

社
会
保
険
な
ど
０
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
若

い
方
が
加
入
し
て
い
る
保
険
者
が
、
加
入

　健診を受けている方が多いということは、

自分の身体に関心を持ち、生活習慣病になる

前に改善しようと取り組んでいる健康度の高

い集団だと評価されることになります。ご本

人が負担する医療費も少なく、支援金も減額

されることになるのです。

目標を達成したときはどうなるの

支
援
金
っ
て
な
に

　目標達成に必要なことは皆さんに健診を受

けていただくことです。町民の皆さんが病気

を未然に防ぎ、健康で人生を楽しむことが出

来るように、年に１回健診を受けましょう。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
い
る

の
で
す
が
、
特
定
健
診
を
受

け
る
必
要
は
あ
り
ま
す
か

　

医
療
機
関
や
健
診
機
関
で
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
た
方
は
、
特
定
健
診
の
必

須
項
目
全
て
を
実
施
し
、
町
が
検
査
結

果
を
確
認
及
び
受
領
し
た
場
合
「
特
定

健
診
を
受
診
し
た
」
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
結
果
を
ご
本
人
が
役
場
保
健
推

進
係
の
窓
口
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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赤
や
黄
色
に
色
づ
い
た
葉
が
１
枚

１
枚
と
落
ち
、
季
節
は
秋
か
ら
冬
に

移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ど

ん
ど
ん
日
が
短
く
な
り
、
暗
く
な
る

の
が
早
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
、

秋
の
夜
長
は
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
り
、
お
子
さ
ん
と
お
話
し
た
り
絵

本
を
楽
し
む
な
ど
、
親
子
で
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
の
も
い
い
で
す
ね
。

バス遠足（オホーツク木のプラザ）

　

７
回
目
の
『
お
話　

あ
い
あ
い
』
は
、

０
・
１
歳
児
を
対
象
に
【
離
乳
食
に
つ
い

て
】
の
お
話
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や

ミ
ル
ク
の
ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
食
べ

物
が
あ
る
こ
と
を
知
る
の
が
離
乳
食
で

す
。
ス
プ
ー
ン
一
口
か
ら
始
ま
る
、
小
さ

な
１
歩
!!
町
栄
養
士
か
ら
の
お
話
で
す
。

離
乳
食
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

▼
日
程　

11
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
11
時
20
分

＊
あ
そ
び
の
広
場
（
０
・
１
歳
児
ク
ラ
ス
）

　

は
10
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

＊
11
月
13
日
（
木
）
ま
で
に
申
し
込
み
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

　

８
回
目
は
、
２
歳
児
〜
ク
ラ
ス
を
対
象

に
【
親
子
リ
ズ
ム
体
操
】
を
行
い
ま
す
。

寒
く
な
る
と
室
内
で
過
ご
す
事
が
多
く
な

り
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
に
む
か
う
時
間
が

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
親
子

　

５
回
目
の
『
あ
い
あ
い
ら
ん
ど
』
は
ク

リ
ス
マ
ス
会
で
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
み
ん
な
で
歌
っ

た
り
踊
っ
た
り･

･
･

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ

す
る
こ
と
が
一
杯
!!

大きなかぼちゃ見つけたよ !!（2

歳児クラス～外遊び）

　12 月 1 日（月）の『あそ

びの広場』（0・1歳児クラス）

と『午後の自由開放』は、12

月 3日（水）に変更になります。

　

今
回
は
〝
困
っ
た
時
の
ホ
ー
ム
ケ
ア
〞

で
す
。

　

妊
婦
さ
ん
・
０
歳
児
の
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
の
参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日

程　

11
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

▼
申
し
込
み　

11
月
10
日
（
月
）
ま
で
に

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

お
話　

あ
い
あ
い

一
緒
に
リ
ズ
ム
体
操
を･･･

　

武
道
館
・
温
水
プ
ー
ル
職
員
が
指
導
し

て
く
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
程　

12
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

10
時
45
分
〜
11
時
15
分

＊
あ
そ
び
の
広
場
（
２
歳
児
〜
ク
ラ
ス
）　

　

は
10
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
中
で
【
親
子
リ
ズ
ム
体
操
】
を

　

み
ん
な
で
行
い
ま
す
。
活
動
し
や
す
い

　

服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

＊
11
月
25
日
（
火
）
ま
で
に
申
し
込
み
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

　

あ
い
あ
い
ら
ん
ど

　

素
敵
な
サ
ン
タ
さ
ん
に
会
え
る
か
な
？

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▼
日

程　

12
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

▼
場

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み　

12
月
４
日
（
木
）
ま
で
に

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

パ
パ
マ
マ
た
ま
ご
教
室

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

９
月
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん

☆
鈴
鹿　

る
あ　

ち
ゃ
ん

　

平
成
20
年
９
月
10
日
生
ま
れ

　

西
富　
　

鈴
鹿　

英
光
・
ま
ど
か　

さ
ん

☆
村
山　

敬
信
（
け
い
し
ん
）
く
ん

　

平
成
20
年
９
月
10
日
生
ま
れ

　

富
武
士　

村
山　

恭
央
・
知
佐　
　

さ
ん

☆
佐
々
木　

皐
（
こ
う
）
く
ん

　

平
成
20
年
９
月
11
日
生
ま
れ

　

永
代
町　

佐
々
木　

崇
・
樹　
　
　

さ
ん

☆
渡
辺　

葵
（
あ
お
い
）
ち
ゃ
ん

　

平
成
20
年
９
月
19
日
生
ま
れ

　

富
武
士　

渡
辺　

友
浩
・
美
重
野　

さ
ん

☆
山
前　

結
愛
（
ゆ
い
あ
）
ち
ゃ
ん

　

平
成
20
年
９
月
22
日
生
ま
れ

　

若
佐　
　

山
前　

和
久
・
瑠
美　
　

さ
ん

人
の
う
ご
き　

９
月
末
現
在

人　

口　

６
、１
１
４
人
（
△
13
）

　

男　
　

２
、９
１
９
人
（
△
11
）

　

女　
　

３
、１
９
５
人
（
△
２
）

世
帯
数　

２
、５
０
４
戸
（
△
１
）

（　

）
内
は
前
月
比
で
す
。

１１月は、固定資産税・後期高
齢者保険料【第４期】、国民健

康保険税・介護保険料【第５期】、

の納期です。

忘れずに !!
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パスタはアルデンテ（芯が残る程度）
にゆでるといいますが、ペンネの場
合はしっかりとゆであげます。ソー
スも絡みやすくペンネがもっている
旨みが活かされます。

佐呂間保育所マラソン
大会の様子

　焼き海苔は細かくちぎります。

　鍋に、ちぎった焼き海苔、青のり、バ
ジル、白ワイン、水を入れ、中火で煮詰
まる程度に火にかけます。

　別鍋に湯を沸かし、塩少々を加えてか
らペンネパスタをゆでます。ゆで汁は少
し残しておきます。

　にんにくはスライスにします。鍋にオ
リーブ油を入れ弱火でにんにくを焦がさ
ないようにじっくりと炒めます。焦がす
と苦味がでてしまいます。

　にんにくがパリッとしてオリーブ油に
香りがついたら、海苔のソースとゆでた
ペンネを加え、塩と黒こしょうで味をと
とのえます。海苔ソースが絡みにくい時
はペンネのゆで汁を加えて延ばします。

※「baby face」では掲載するお子さんを募集しています。

掲載を希望される方は、誕生月の前月 10 日までに保

健福祉課保健師までご連絡ください。なお、希望者多

数の場合はこちらで抽選させていただきますことをご

了承ください。

　佐呂間医院の閉院に伴い、平成 20 年
11 月の乳幼児等の定期予防接種の実施
を次のとおり変更しますので、実施時間
をご確認のうえ、接種希望医療機関にお
越しください。

１１月４日（火）
ＢＣＧ・３種混合接種（乳幼児対象）
小田医院内：午前 10 時 45 分～ 11 時 30 分
厚生病院内：午後 2時 15 分～ 3時 00 分

　　　：接種項目数が複数の場合は、人数に応じて
ワクチンの種類ごとに接種を開始しますので、早く来
ていただいても待ち時間が長くなる場合がありますの
でご了承ください。

１１月１１日（火）
ポリオ・麻疹風疹混合・ＢＣＧ（乳幼児対象）
小田医院内：午後 1時 30 分～ 2時 00 分
厚生病院内：午後 2時 30 分～ 3時 00 分
麻疹風疹混合ワクチン
（3期：中 1年・4期：高校 3年のみ対象）
小田医院内：午後 3時 30 分～ 4時 00 分
※要予約制です。3期及び 4期該当者で事前予
　約がない場合は受診できません。


